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7月27日(日)に開催された「高須ふれあいフェスティバル」に、藤代南中学校の生徒会役員と
有志ボランティアの生徒たちが参加しました。「つ・な・ぐ」第3号でも紹介したとおり、事前か
ら高須公民館の館長さんと生徒会の生徒たちが打ち合わせを行い、ボランティアの活動内容を考
えるとともに、校内で有志ボランティアを募ってこの日を迎えました。
当日は藤代南中学校の女子生徒8人（２，３年生）がボランティアとして参加しました。

↑ ２人は、スタンプラリーコ
ーナーを担当し、カードにス
タンプを押したり、景品を渡
したりする役割でした。

和室では４人の生徒 →
たちが、藤南中の美術部
の生徒たちが考案した高
須公民館を紹介するポス
ターデザインの投票をお
願いしたり、折り紙や紙
芝居を用いて幼児や小学
生たちと楽しく交流した
りしました。

← 屋外テントでは、2人の生徒が「ストラック・
アウト」コーナーを担当し、子供たちのチャレン
ジのお手伝いをしました。

← スペシャル・イベント
の「スイカ割り」でも、中
学生たちが子供たちを誘
導し、声をかけて盛り上げ
ました。自分たちもスイカ
割りに挑戦し、おいしいス
イカをたくさんいただきま
した。



7/15付「広報とりで」で左のよう
な募集をしたところ、当日、市内の小
学生が「絵画」に10人、「工作」には
4人、「書道」に２人が参加しました。
「中学生が宿題のサポートをします」
とあるのは、地域学校協働活動の一環
として、藤代南中学校の美術部と、藤
代中学校の1年生有志がボランティア
として参加したからです。小学生とと
もに課題に向き合う中学生たちの姿を
ご覧ください。

↑「書道」：教育長も参観に ↑ 藤南中美術部の生徒たち →

↑「工作」：ものづくりに協力中

↑ 「絵画」：各テーブルを回ってアドバイス中

← 最後に小学生の皆さ
んから「ありがとうござ
いました」。後半を担当
した藤代中１年生のボラ
ンティア生徒たちに感
謝の言葉が伝えられま
した。中学生たちもホ
ッとした表情です。

今回、ボランティアとして参加したのは、藤代南
中学校美術部の３人と、藤代中学校１年生の希望者
９人です。前半は、藤南中の３人と「書道」担当の藤
中の２人、後半は藤中の７人です。小学生のサポー
トを、というつもりでしたが、小学生たちがどんどん
主体的に活動していったので戸惑う顔も。でも、少
しずつ会話ができるようになり、小学生が真剣に課
題に向き合う姿に、「自分もがんばろうと思った」と
いう感想も出されました。


